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1 環境経営方針

石川グローブシップ株式会社は、持続可能な開発目標（SDGｓ）に賛同し、ビルメンテナ
ンス業務において、地球環境に与える環境負荷を低減して、持続可能なよりよい未来を築
くことを目指すための方策を以下の通り定め、全社員で継続的な環境保全に取り組むこと
を誓約します。

（１）

（２） 地球環境を守るための環境に関する法規制を順守します。

（３）

（４）

（５） 環境対応事務用品の購入を推進します。

（６） 環境負荷低減に関する意思統一のため、社員に対し環境教育を行います。

（７） この環境方針は、全社員に周知徹底するとともに、社外にも開示します。

　　　２０２３年４月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川グローブシップ株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　大野　公久

当社の活動及びサービスに関わる環境の側面を十分認識し、エコアクション２１を構築し、
継続的改善を図ります。

事業活動において省エネルギー、省資源の観点から、二酸化炭素排出量の削減、一般廃
棄物排出量の削減、水道水使用量の削減に取り組みます。

排出される廃棄物は、金沢市が推し進める分別を徹底するとともに、リサイクル可能なも
のについては、リサイクルを徹底します。
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２ 事業所概要
（１） 事業者名及び代表者

（２） 所在地

（３）

（４） 設立年月日

・２０１６年１０月１日　商号変更　新社名　石川グローブシップ株式会社

　　　　　　 　　　　　　　旧社名　石川ビルサービス株式会社

（５） 資本金

（６） 社員数

（７） 事業年度

（８） 事業内容

（９） 環境経営レポートの公表の方法

　　　　　　　　　◎リニューアル工事

　　　　　　　　　　　建築、大工、内装、電気、塗装等

　　　イ　社外の方から要望があれば提供します。

　　　　　　　　　４月１日～翌年３月３１日

　　　　　　　　　　石川グローブシップ株式会社

　　　　　　　　　　代表取締役社長　　大野　公久

　　　　　　　　　　・１９７３年２月５日

　　　　　　　　　　３，０００万円

　　　　　　　　　　電話：０７６―２６３－８３０８ ・ ＦＡＸ：０７６―２６３－８３２８

　　　　　　　　　　Ｅ－ｍａｉｌ：info＠ishikawa-ｇｓ.ｊｐ

　　　　　　　　　　ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．iｓｈｉｋａｗａ－ｇｓ.ｊｐ

　　　　　　　　　　〒９２０－０８５５　石川県金沢市武蔵町５番３６号　アサジビル

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

　　　 石川グローブシップ株式会社の全組織及び全活動

　　　　　　　　　　環境管理責任者　　青山　三裕

　　　　　　　　　　担当者　　　　　　　　矢部　直美

　　　　　　　　　　電話：０７６―２６３－８３０８ ・ ＦＡＸ：０７６―２６３－８３２８

　　　ア　当社で自由に閲覧できるようにします。

　　　　　　　　　　　日常運転（有人・集中監理）、定期保守

　　　　　　　　　　　常駐警備、受付

　　　　　　　　　　　日常・定期清掃、外壁・ガラス清掃等

　　　　　　　　　　　空気環境測定、受水槽清掃、害虫駆除

　　　　　　　　　６３名（本社部門１２名・現場部門５１名）

　　　　　　　　建物における清掃及び設備の管理業務

　　　　　　　　　◎電気・空調・給排水衛生設備運転保守管理

（１０）認証対象範囲

　　　　　　　　　◎保安防災管理・駐車場管理

　　　　　　　　　◎清掃管理

　　　　　　　　　◎環境衛生管理

2



3

１名

７名 ５１名

２名

 

【責任者の役割】

環境経営方針の制定

環境管理責任者の任命と実施体制の承認

取り組みに必要な資源の提供

エコアクションシステムの見直し

環境経営レポートの承認

エコアクション２１活動責任者

環境経営レポートの作成、公開

環境目標、計画の作成と進捗管理

環境関連法律の順守評価

進捗管理のデータ収集、整理

　代表者

総務部

　環境管理責任者

合計６３名（本社１２名＋現場５１名）

エコアクション21　推進体制表

総務部長代表取締役社長

代表者 環境管理責任者

営業部

業務部 管理ビル

2024年3月31日現在
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4 環境経営実績（過去３年間の実績）

(1)2021年～2023年度の実績

目標 単位 2021年度 2022年度 2023年度

①二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 11,339 12,313 12,197

②廃棄物排出量の削減 ㎏ 657 817 850

③リサイクル率の向上 ％ 61% 62% 75%

④水使用量の削減 ㎥ 118 111 125

⑤化学物質の管理強化

*電力の二酸化炭素排出係数は、0.438ｋｇ-CO2/kWhを使用しました。

SDSで化学物資を特定し、量を把握する
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5 中期環境経営目標（2024年度～2026年度）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

実績(基準) 目標 目標 目標

①二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 12,197 12,075 11,954 11,834

②廃棄物排出量の削減 ㎏ 850 842 834 826

③リサイクル率の向上 ％ 75% 76% 77% 78%

④水使用量の削減 ㎥ 125 124 123 122

⑤化学物質の管理強化

*目標基準値は2023年度実績とする。

*2023年度からは電力の二酸化炭素排出係数は、0438ｋｇ－CO2/kWhを使用する。

*①二酸化炭素排出量、②廃棄物排出量、④水使用量は、それぞれ前年比１%削減目標とする。

*③リサイクル率は、前年比1%向上を目標とする。（リサイクル率＝再生利用量／廃棄物排出量）

6 2023年度の環境経営目標、実績、評価

目標 実績

①二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 11,830 12,197 97.0% △

②廃棄物排出量の削減 ㎏ 719 850 84.6% ×

③リサイクル率の向上 ％ 69% 75% 108.7% ○

④水使用量の削減 ㎥ 159 125 127.2% 〇

⑤化学物質の管理強化 〇

評価　○：100％以上の達成率。　△：90％以上100％未満の達成率。　×：90％未満の達成率。

　本年度の数値目標に対する結果は、①「二酸化炭素排出量の削減」については営業活動の活性
化に伴う業務用車両ガソリン・軽油の使用量の増加により目標値を下回った。②「廃棄物排出量の
削減」については什器備品調達に伴う段ボールごみの廃棄増により目標値を大幅に下回った。③
「リサイクル率の向上」は可燃ごみ及びシュレッダーごみの削減により目標値を大幅に上回った。④
「水使用量の削減」については当初目標値を上回ったが、業務量増加に伴う洗濯機使用増加により
昨年度より使用量は増加した。
⑤化学物質の管理は前年同様、数値管理と取扱い管理としていきます。

原因分析による廃棄物絶対量の低減、節電の取組み強化を図り、中期経営計画初年度の目標達
成に向け引き続き取り組んでいく。

目標 単位

目標 単位
2023年4月～2024年3月

達成率 評価

SDSで化学物資を特定し、量を把握する

数値管理と取扱い管理

*グリーンマーク商品、リサイクル商品購入の推進、教育訓練、洗浄作業の管理強化は、下記のとおり取組みを実践する。

*自らが提供するサービスに関しては、環境に配慮した洗剤、ワックス、剥離液を使用し、量の把握と管理を強化していきます。
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7

目標 評価 担当部署

3

3

2

事務用機器の起動・停止管理（未使用時の電源切り）他 3

3

3

電子データ化推進（紙管理からデータ管理へ） 2

節水の徹底（洗濯時の濯ぎ回数減・洗濯物のまとめ洗い） 3 業務課

節水の徹底（トイレ手洗い、湯沸室の元栓水量調節） 3 本社全体

グリーン購入の推進 リサイクル商品・グリーンマーク商品の使用 2 総務課

EA２１の意義浸透 3

会議で進捗報告及び改善報告の実施 3

化学物質の管理 3 業務課

3

2

2 総務課

具体的な取り組み及び自己評価、次年度への取り組み

洗浄作業の管理強化

洗浄作業で使用する洗浄液の管理表の作成

業務課

具体的取組み内容

管理表及び現場別進捗管理表に基づく責任者教育の実施

クールビズ、ウォームビズの実施

廃棄物排出量の削減 ミスコピー用紙のリサイクル(古紙回収会社を利用)

総務課

分別回収の徹底（金沢市の指導分別種別に従って分別）

総務課

評価　０：全く取り組まず。　１：ほとんど取り組まず。　２：ある程度取り組んだ。　３：十分取り組んだ。

教育訓練

PRTR法対象外の製品をなるべく選ぶ

昼休憩時の事務室の消灯、未使用室の消灯

管理表に基づく現場別進捗管理表の作成

二酸化炭素排出量
の削減

水使用量の削減

空調機の室内温度管理（設定温度夏季28℃、冬季20℃）

本社全体
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８・【石川グローブシップの環境経営方針とSDGsへの取組み】

３．９ ６．４ ７．３ １１．６
１２．２
１２．５

１３．２
１３．３

１５．１ １７．１７

番号
環境経営

方針
取組内容

2

法規制の
遵守と地
域社会と
の連携

法規制の遵守と
地域社会との連
携

クールビズ・
ウォームビズ実
施、空調の温度
管理徹底

空調温度の適正
管理、消灯の徹
底

3
水使用量
の削減

洗濯のすすぎ回
数減とまとめ洗
い、節水の徹底

分別回収の徹
底、リサイクルの
推進

用紙のリサイク
ル、電子データ
化推進

５
グリーン
購入の推

進

リサイクル商品、
グリーンマーク商
品の使用

６
教育訓練
の充実

教育訓練の充
実、進捗報告・改
善報告の発表

洗浄剤の管理、
現場進捗管理表
の作成と作業の
適正運用

洗浄・剥離作業
の責任者教育訓
練の実施

石川グローブシップは環境経営方針に基づき、SDGｓの目標の実現に向かって積極的に取り組んでいきます。

★は重点項目、●は関連項目

SDGｓの目標と
ターゲット

有
害
化
学
物
質
及
び
大
気
・
土

壌
の
汚
染
に
よ
る
死
亡
及
び
疾

病
の
件
数
を
大
幅
に
削
減
さ
せ

る 水
利
用
の
効
率
を
改
善
し

、
淡

水
の
持
続
可
能
な
採
取
を
確
保

し
て
水
不
足
に
悩
む
人
の
数
を

減
ら
す

エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
改
善
率
を

倍
増
さ
せ
る

大
気
の
質
及
び
廃
棄
物
の
管
理

に
注
意
し

、
都
市
の
環
境
上
の

悪
影
響
を
軽
減

天
然
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用

を
達
成
す
る

３
R
の
推
進
に
よ
り

、
廃
棄
物

の
発
生
を
減
ら
す

気
候
変
動
及
び
対
策
を
戦
略
及

び
計
画
に
織
り
込
む

気
候
変
動
対
策
に
対
す
る
人
的

能
力
を
改
善
す
る

陸
生
生
態
系
及
び
そ
の
サ
ー

ビ

ス
の
保
全
・
回
復
及
び
持
続
可

能
な
利
用
を
確
保
す
る

効
果
的
な
公
的

、
官
民

、
市
民

社
会
の
パ
ー

ト
ナ
ー

シ

ッ
プ
を

奨
励
・
推
進

４
廃棄物排
出量の削

減

＊
化学物質
の管理を
進める

3
二酸化炭
素排出量
の削減
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※　2023年３月　SDGｓ宣言　「ＩＭＡＧＩＮＥ　KANAZAWA　2030　パートナーズ　」に加入
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9 環境関連法規の順守評価及び違反・訴訟等の有無

　

確認日 評価

①労働安全衛生法、②廃棄物の処理及び清掃に関する法律、③建築物にかかる衛生的環境の確保に関す

る法律、⑤容器包装リサイクル法、⑥ＰＲＴＲ法については順守できたが、④グリーン購入法については物品

購入等に際し、出来る限りその製品を選択した。

今期、環境関連法規への違反・訴訟等はありません。また、関連当局からの違反・訴訟等に関する指摘は過去３年間

ありません。当社は環境関連法規の順守評価は毎年自主的に行っています。

⑤容器包装リサイクル法
 容器包装廃棄物のリサイクル促進等による
廃棄物の資源有効利用

2023年10月4日
2024年4月5日 3

評価　０：全く順守できず。　１：ほとんど順守できず。　２：ある程度順守した。　３：順守した。

(２)法令違反・訴訟等の有無

2023年10月4日
2024年4月5日 3

⑤ＰＲＴＲ法
 洗剤、剥離剤等については、ＳＤＳを入手
し、化学物質の含有の有無を把握

(１)環境関連法規等の順守状況の確認及び自己評価

主な適用法規名 順守事項（ポイント）

　廃棄物再生利用（分別、金沢市に委託）

②廃棄物の処理及び清掃に 　廃棄物の適正処理（金沢市に委託）

①労働安全衛生法

関する法律（廃掃法）

2023年10月4日
2024年4月5日

3

 極力環境に配慮した製品の購入
2023年10月4日
2024年4月5日

④グリーン購入法
2

③建築物にかかる衛生的環境の確保に関
する法律
（ビル管理法）

2023年10月4日
2024年4月5日

　ボイラー資格者の配置（2級ボイラー技士：中山、片山、永井）

3

2023年10月4日
2024年4月5日

　ボイラー資格者の配置（1級ボイラー技士：奥田、吉川）

3 建築物環境衛生管理の履行順守
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10 代表者による全体の評価と見直し、指示

全体の見直し

　　　　２０２４年５月１３日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　大野　公久

結果及
び評価

環境経営システムが有効に機能しているか
日々の取組が二酸化炭素排出量の目標達成につながっ
ており、環境経営システムは有効に機能している。

環境への取組は適切に実施されているか

環境への取組は積極的かつ適切に実施している。
・社員は環境配慮活動を能動的に取り組んでおり、エコア
クション２１活動は定着してきた。
・併せて、SDGｓの目標達成に向けた環境配慮上の主要取
組としてエコアクション２１を位置づけ、社員は常にこれを
意識しながら活動している。

見直し・
指示

　（変更
の必要
性・指
示）

環境経営方針変更の必要性
エコアクション２１は十分な成果を挙げており、現時点変更
する必要はない。

環境経営目標
変更の必要性

２０２３年度は十分な取組成果を挙げたので、これを踏ま
えて、さらに積極的な目標を掲げることが必要である。
ただ、小規模事業所であることから、水使用量の削減は限
界に近づいていると判断されるので、時期取組では適正な
目標を策定することが必要である。

環境経営計画
変更の必要性

現在の環境経営計画で取組可能と考えているが、目標達
成につながる計画を考慮する必要がある。

組織体制
変更の必要性

変更の必要はない。

上記を踏まえて必要な見直しを行うこと。
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電力量（kwh）

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

2018年 1,306 980 1,016 1,204 1,326 1,189 920 1,044 1,405 1,607 1,836 1,536 15,369

201９年 1,439 926 992 1,104 1,469 1,239 946 1,128 1,260 1,671 1,720 1,612 15,506

20２０年 1,335 1,101 950 959 1,282 1,314 836 1,176 1,559 2,055 2,030 1,598 16,195

20２1年 1,300 929 912 1,086 1,176 1,022 808 1,026 1,431 1,851 2,165 1,757 15,463

20２2年 1,344 964 949 1,337 1,344 1,158 976 1,214 1,530 1,909 2,010 1,414 16,149

20２3年 1,137 937 888 1,084 1,325 1,213 840 1,012 1,361 1,690 1,686 1,649 14,822

資料1
電力使用量推移表 (2018年～2023年)
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（単位Kg）

可燃物 不燃物 金属 電池類 段ボール 上質紙 新聞・雑誌 合計 リサイクル率

2018年 238.40 0.00 0.00 0.00 64.90 54.20 292.20 649.70 63.3%

2019年 220.90 0.00 0.00 1.50 131.50 61.80 318.90 734.60 69.9%

2020年 248.90 0.00 0.00 3.50 139.10 64.80 284.80 741.10 66.4%

2021年 243.80 11.20 0.00 0.80 113.90 43.30 244.10 657.10 61.1%

2022年 306.40 0.00 0.00 1.30 173.20 57.30 279.40 817.60 62.4%

2023年 211.30 0.00 0.00 0.00 225.20 93.40 320.30 850.20 75.1%

資料2

廃棄物搬出量推移表 (2018年～2023年)
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資料３ リサイクル率推移表

年度 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

リサイクル率 69.9% 66.4% 61.1% 62.4% 75.1%
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資料4
水道使用量推移表 (2018年～2023年) 水道使用量（㎥）

年度 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月 合計

2018年 28 28 28 28 22 24 158

2019年 17 24 24 28 24 24 141

2020年 30 30 24 24 32 24 164

2021年 18 18 18 21 21 22 118

2022年 16 17 17 19 22 20 111

2023年 21 20 18 21 21 24 125
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